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病院概要

 【病 床 数】：12病棟 452床(回復期リハビリテーション病棟）

 【診 療 科 目】：総合救急診療科、消化器内科、呼吸器内科、循環器内科、
膠原病・リウマチ内科、腎臓内科、糖尿病内科、脳神経内科、血液内科、小児
科、外科、乳腺外科、整形外科、心臓血管外科、呼吸器外科、脳神経外科、皮
膚科、形成外科、産婦人科、眼科、泌尿器科、耳鼻いんこう科、精神科、リハ
ビリテーション科、臨床検査科、放射線科、麻酔科、病理診断科、感染症内科、
歯科口腔外科、緩和ケア内科

2022.10新築移転



薬剤室概要

 人 員：薬剤師 27名、薬剤事務 2名

 日勤帯：調剤室業務（疑義照会は薬剤室にて対応）・病棟薬剤業務・チーム医療など

 夜勤帯：外来救急患者・入院患者の緊急処方の調剤対応など
（365日24時間薬剤師が配置 夜間は1名体制）

 処方せん件数(2025年1月現在）

●入院処方枚数 9420枚

●外来院内処方枚数 528枚

●外来院外処方枚数 8490枚

●院外処方箋発行率 90.1%



①病院における服薬情報提供書への対応、仕組み、流れ

 服薬情報提供書

●電話にて行った疑義照会の報告

●取り決めにて変更した内容の報告

●残薬調整の結果・理由の報告

●その他

★トレーシングレポート
（抗がん剤の副作用などに関する

トレーシングレポート）

●薬剤師が内容を確認し、緊急性に

      応じて対応

（薬局からの情報の扱いについて）



②トレーシングレポート（服薬情報提供書）について

 レポートの取り扱いなど

●当院の場合「服薬情報提供書」は疑義照会後の報告がほとんど。

●FAXでいただいた報告書で医師に報告が必要なものは薬薬連携担当を中心に対応

●「吸入指導」「インスリン注射管理」などの指導報告などの情報活用

●がん患者に対するトレーシングレポートについて情報活用（緊急の場合は電話）

●在宅導入の患者に対してかかりつけ薬局との情報交換重要（報告書スキャン）

保険薬局の皆様へお願い（特に在宅訪問報告書について）
・同姓同名の患者さんが多数います（当院患者IDの記載をお願いします）

・（在宅）薬剤師として医師などに伝えたい事項を強調していただけると

大変助かります。



③薬薬連携の取り組み

 連携会議：毎月保険薬局と病院における情報共有を行っています。（現在約20薬局の登録）
・病院報告（病院からのお知らせや新規採用薬など）
・薬剤流通状況の情報共有
・練馬区薬剤師会からのお知らせなど

 連携研修会：年に数回、合同研修会を開催（がん連携なども）

 ねりやくステップアップ研修会：練馬区薬剤師会主催の研修会に参加。

光が丘地区の薬局でなくても新規登録可能（ご希望あればご連絡ください）

コロナの影響で最近はWEB会議（ZOOM）



④入退院時の連携

 PFMの導入

2025年1月より開始となっている。

現段階では外科、歯科口腔外科のみ。

（手術の有無に関わらず予定入院はすべて対応）

室長を中心にその日調剤室勤務の薬剤師が担当する。

お薬手帳、口頭にて常用薬・アレルギー、副作用歴・

サプリメント（基本的に休薬）・一包化の可否を確認。

 保険薬局の皆様へお願い

お薬手帳に当院からの休薬指示の記載があった際には薬局でも確認していただけると助かります。

（課題）入退院時の連携について
当院ではまだまだレポート活用までには繋がっていない。
病院薬剤師として、入院前・退院後の情報についてもかかりつけ薬局薬剤師とも

今後は情報共有などできるよう検討していきたい。



⑤外来がん化学療法

 病院HP（薬剤室のページ）にてレジメン公開

 トレーシングレポートによる副作用確認
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